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大学。かつて人類が産みだした、もっとも高度な知の組織体が、時代の要請に従って、いま大きく変わ
りつつあります。新しい世紀、新しいミレニアムに、世界と大学はどのような変貌を遂げてゆくのでしょうか。
その全容は計り知れず多様です。私たちが実際に迎えた２１世紀は、２０世紀の間に夢見られた未来像と
は大きくかけはなれ、人類はさまざまな問題に直面しています。それら「多様な」社会のニーズに応える
べく、専門領域をこえたさまざまな知を動員して、大学はかつてない複雑なアウトプット群を産みだすことを
求められています。グローバリゼーション以後の世界が、「多様性」と「国際性」に開かれた新しい知
の拠点としての役割を、大学に期待しているのです。 
 
 
東京大学は「２１世紀の問い」にいかに答えてゆくのか？本特集では、まずは世界や日本の歴史の流れ
の中における東京大学の変遷を見極め、２００１年における現状を把握し、そして部局長たちの語るさまざ
まな将来構想の中から「開かれた知の拠点」としての東京大学の未来を展望してみたいとおもいます。 

２１世紀の夜明けをライトアップで迎える 
東京大学大講堂　２００１年１月１日 

新しい時代を切り開くため、「学融合」の役割を担い建設が進められる東京大学柏キャンパス 

２１世紀の東京大学 

・・・多様性・国際性・開かれた知の拠点 

特 集 
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過去・現在・未来：世界・日本の動きと東京大学 

世界の流れ 
 

ガリレイの落体法則 

1600 
ケプラーの法則 

グロティウス、国際法概念 
デカルト「方法叙説」 

ニュートンの法則　微積分法 
イギリス、名誉革命、 

産業革命本格化へ 

1700 
百科全書 

蒸気    機関 
社会契約説　 

アダム・スミス「諸国民の富」 
アメリカ、独立宣言 

カント「純粋理性批判」 
フランス革命 

1800 
アヴォガドロ、分子説 

代数学、非ユークリッド幾何学 
ヘルムホルツ、エネルギー保存則 
ダーウィン「種の起源」 

マックスウェル、電磁気学 
マルクス「資本論」 

電話、無線電信 

1900 
日英同盟　相対性理論、量子論 

ロシア革命 
第一次世界大戦　飛行機　ラジオ　テレヴィジョン 
第二次世界大戦　コンピュータ　原子力 

分子生物学 
スプートニク打ち上げ　アポロ計画 
冷戦終結　インターネット 

2000

  日本の流れ 
 

徳川幕府開闢 
幕府、林羅山の家塾設置 

島原の乱、鎖国政策 
「大日本史」編纂開始 

関孝和「発微算法」 
幕府、天文方設置 

湯島聖堂開設　「日講」始まる 

1700 
新井白石「西洋紀聞」 

幕府、小石川養生所の設置 
山脇東洋ら、人体解剖 

杉田玄白、前野良沢「解体新書」 
平賀源内、エレキテル 

林     子平、「海国兵談」 
幕府、昌     平坂学問所設置（学制、公務員試験の原型） 

 1800 
幕府、蛮書和解御用設置 

シーボルト、鳴滝塾 
ペリー米艦隊、裏賀に寄港　日米和親条     約（開国） 

幕府、種痘所設置 
東京大学開学 

西南戦争 
日清戦争 

 1900 
日露戦争 

関東大震災 
満州事変 

原爆投下　ポツダム宣言 
新制東京大学 

東大紛争 
阪神大震災 

2000

 1800 
 

東京大学の変遷 
 

   ●開成学校設置　改組再編をくりかえす 
●東京大学創設（法、文、理、医）(1877) 

●工部大学校を統合して帝国大学に改組 (1886) 
●農科大学を設置 (1890) 

●京都帝国大学の創設に伴い東京帝国大学と改称 (1897) 

　1900 
●伝染病研究所を設置 (1916) 

●経済学部を設置 (1919) 
●航空研究所、東京天文台を設置 (1921) 

●大講堂落成、地震研究所設置 (1925) 
    ●東洋文化研究所 (1941) 第二工学部 (1942)の設置 

●社会       科学研究所を設置 (1946) 
●教育基本法、     学校教育法公布、東京大学と改称 (1947) 

●国立学校設置法公布、    新制東京大学創設、 
                教養学部・教育学部・    新聞研     究所・生産技術研究所設置 (1949) 

●史料編纂所を設置 (1950) 
●東京大学大学院設置 (1953) 

●応用微生物研究所・宇宙線観測所を設置 (1953) 
●原子核研究所を設置 (1955) 

●物性研究所を設置 (1957) 
●薬学部を設置 (1958) 

●海洋研究所を設置 (1962) 
●大学院の改組 (1963) 

●医学部学生研修医問題でストライキ実施 (東大紛争の発端、1968) 
●創立百年記念式典を挙行 (1977) 

●大学院の重点化 (1991～ ) 
●柏キャンパス研究教育始動 (宇宙線研究所、物性研究所の移転 ) 

   2000 

世界の 
流れ 

日本の 
流れ 

東京大学の 
変遷 

17c

18c

19c

20c

21c

社会と大学の新しい接点、駒場第二キャンパス 

湯島、昌平坂学問所での「御座敷講釈」 
 

1874年、旧幕府機関を統廃合してできた「開成学校」 
 

１９２４年、関東大震災後、修復を待つ赤門 
 

１９４３年１２月、大講堂からの学徒出陣 
 

１９６９年１月、東大紛争時の大講堂 
 

２１世紀の東京大学 特 集 

歴史の流れの延長線上に何が見えてくるだろうか？ 
 

東京大学の源流を尋ねると、江戸時代、徳川幕府の「天文方」や

「昌平坂学問所」、さらにその原点である林家の私塾開設にまでさか

のぼることが出来ます。それ以来、足掛け５世紀にわたる世界と日本

の歴史の流れの中で、大学は時代の要請に応え続けてきました。歴

史と伝統の積み重ねの上に、現在の東京大学の姿があります。２１

世紀の新しい要請によって、明日の大学は多様な軌跡を描くことが期

待されていますが、その方向性を歴史の延長線上にとらえてみることも、

また必要でしょう。 

各研究科の重点化年度 
 

大学院人文社会系研究科（１９９５） 

大学院教育学研究科（１９９５） 

大学院法学政治学研究科（１９９１） 

大学院経済学研究科（１９９６） 

大学院総合文化研究科（１９９６） 

大学院理学系研究科（１９９３） 

大学院工学系研究科（１９９５） 

 

 

大学院農学生命科学研究科（１９９６） 

大学院医学系研究科（１９９７） 

大学院薬学系研究科（１９９７） 

大学院数理科学研究科（１９９２） 

大学院新領域創成科学研究科（１９９８） 

大学院情報学環・学際情報学府（２０００） 

大学院情報理工学系研究科（２００１） 
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東京大学は、本郷、駒場、柏キャンパス三極構造を中心

として、未来を切り開く世界の一大教育研究拠点として２１

世紀の要請に応えようとしています。三極構造の重心をな

す伝統を担う「本郷キャンパス」、全学の学部前期課程教

育を受け持つほか、社会と幅広い交流を基本とする「駒場

キャンパス」、知の冒険を試み、新しい学問領域の創造を

目指す「柏キャンパス」の三者を中心に、知を創出し、世

界の学問研究をリードしてゆきます。 

 

２００１年、東京大学の現勢 

1 本郷地区 事務局、附属図書館、法学政治学研究科・法学部、医学系研究科・医学部、医学部附属病院、工学系研究科・工学部、人文社会系研究科・文学部、 

  理学系研究科・理学部、経済学研究科・経済学部、教育学研究科・教育学部、薬学系研究科・薬学部、新領域創成科学研究科、情報理工学系研究科、 

  情報学環・学際情報学府、東洋文化研究所、社会科学研究所、社会情報研究所、史料編さん所、総合研究博物館、環境安全研究センター、 

  遺伝子実験施設、留学生センター、大学総合教育研究センター、医学教育国際協力研究センター、保健管理センター、素粒子物理国際研究センター等 

2 浅野地区 工学部附属総合試験所、低温センター、アイソトープ総合センター、原子力研究総合センター、高温プラズマ研究センター、情報基盤センター、 

  大規模集積システム設計教育研究センター等 

3 弥生地区 農学生命科学研究科・農学部、農学生命科学研究科附属演習林、地震研究所、分子細胞生物学研究所、生物生産工学研究センター、 

  アジア生物資源環境研究センター、インテリジェント・モデリング・ラボラトリー等 

4　小石川地区　旧医学部附属病院分院、理学系研究科附属植物園等 

5 駒場地区 総合文化研究科・教養学部、数理科学研究科、生産技術研究所、先端科学技術研究センター、人工物工学研究センター、国際・産学共同研究センター、 

  気候システム研究センター、駒場オープンラボラトリー、空間情報科学研究センター、先端経済工学研究センター、インターナショナルロッジ等 

6 中野地区　教育学部附属中等教育学校、海洋研究所 

7 白金地区　医科学研究所、同附属病院、インターナショナルロッジ等 

8 田無地区　農学生命科学研究科附属農場、農学生命科学研究科附属演習林田無試験地 

9 三鷹地区　理学系研究科附属天文学教育研究センター等 

10 柏キャンパス 

 

 

 

 

11 人文社会系研究科附属北海文化研究常呂実習施設 

12 農学生命科学研究科附属北海道演習林 

13 海洋研究所附属大槌臨海研究センター 

14 地震研究所附属江の島津波観測所 

15 工学系研究科附属原子力工学研究施設、物性研究所附属中性子散乱研究施設 

16 農学生命科学研究科附属牧場 

17 農学部放射線育種共同利用施設 

18 地震研究所附属地震地殻変動観測センター筑波地震観測所 

19 理学系研究科附属植物園日光分園 

20 谷川寮 

21 農学生命科学研究科附属秩父演習林 

22 地震研究所附属地震地殻変動観測センター堂平観測所 

23 検見川地区（検見川地区総合運動場、農学生命科学研究科附属緑地植物実験所、薬学系研究科附属薬用植物園） 

24 生産技術研究所附属千葉実験所 

25 農学生命科学研究科附属千葉演習林 

26 地震研究所附属地震地殻変動観測センター鋸山地殻変動観測所 

27 理学系研究科附属臨海実験所、地震研究所附属地震地殻変動観測センター油壺地殻変動観測所 

28 農学生命科学研究科附属農場二宮果樹園 

29 地震研究所附属火山噴火予知研究推進センター伊豆大島火山観測所 

30 地震研究所附属地震地殻変動観測センター弥彦地殻変動観測所 

31 池の平寮 

32 農学生命科学研究科附属富士演習林、山中寮 

33 地震研究所附属地震地殻変動観測センター富士川地殻変動観測所 

34 宇宙線研究所附属明野観測所 

35 理学系研究科附属天文学教育研究センター木曽観測所 

36 地震研究所附属地震地殻変動観測センター信越地震観測所 

37 地震研究所附属火山噴火予知研究推進センター浅間火山観測所 

38 地震研究所附属火山噴火予知研究推進センター小諸火山化学研究施設 

39 地震研究所附属八ヶ岳地球電磁気観測所 

40 宇宙線研究所附属乗鞍観測所、同鈴蘭連絡所 

41 野尻寮 

42 宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究施設 

43 農学生命科学研究科附属演習林樹芸研究所 

44 農学生命科学研究科附属水産実験所 

45 戸田寮 

46 下賀茂寮 

47 農学生命科学研究科附属愛知演習林 

48 地震研究所附属地震地殻変動観測センター和歌山地震観測所 

49 地震研究所附属地震地殻変動観測センター広島地震観測所 

50 地震研究所附属火山噴火予知研究推進センター霧島火山観測所 

51 医科学研究所附属奄美病害動物研究施設 

三極構造構想 

柏 

駒場 本郷 

キャンパス三極構造 

未来を切り開く教育研究の新たな拠
点として、成熟度の異なるディシプ
リンの融合による大学院教育と研究
を行い、知の冒険を試み、新しい
学問領域の創造をめざす。 

全学の学部前期課程教育を受けも
つほか、異なるディシプリンの相互
作用や社会との交流を基本として、
学部後期課程、大学院にも及ぶ学
際的な教育と研究を行う。 

三極構造の重心をなすキャンパスと
して、伝統的なディシプリンを基礎と
し、学部後期課程から大学院に及
ぶ教育と研究を行う。 

田無 

中野 

白金台 

検見川 

２１世紀の東京大学 特 集 
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有
言

実
行
」に
移
し
て
広
く
社
会
に
問
い
、
柔
軟

な
「
知
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
答
え
る
新
た

な
標
準
に
移
っ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
二
一

世
紀
の
大
学
は
時
と
空
間
の
制
約
を
超
え

て
人
が
集
い
、
知
が
沸
騰
し
て
様
々
に
構

造
化
す
る
拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。

人類の知が直面する本質的困難は、

誰にも全体が見えなくなってしまったこと、例えば諫早湾の堰の問題など

誰にも全体像が見えません。ところがその原因は、

分業という知の発展形式の結果によるものなのです。

小宮山宏教授
大学院工学系研究科長・工学部長

し
か
し
、
落
ち
着
く
と
い
う
の
は
、
蛸
壺

に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
学
は
、
お
な
じ
よ
う
に
「
生
産
」
に
携

っ
て
人
類
に
貢
献
す
る
工
学
分
野
の
「
造

る
生
産
」m

a
kin
g

と
異
な
り
、「
育
て
る

生
産
」gro

w
in
g

を
担
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、「
育
つ
対
象
」
で
あ
る

生
き
物
の
自

立
性
・
自
主
性
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
遅
遅
と
し
て
発
展
し
な
い
「
愚

鈍
」
な
学
問
の
よ
う
に
見
倣
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
歩
み
の
遅

さ
の
ゆ
え
に
、
本
来
人
類
が
継
承
す
べ
き

も
の
を
二
〇
世
紀
に
失
わ
ず
に
済
ん
だ

面
が
あ
り
、
そ
れ
が
皮
肉
に
も
二
一
世
紀

に
農
学
が
期
待
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
い
え

ば
、
農
学
は
「
一
周
遅
れ
の
先
頭
ラ
ン
ナ

ー
」
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

は
良
い
点
と
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
良

い
点
は
二
〇
世
紀
、
と
く
に
そ
の
後
半
、

自
信
を
喪
失
し
て
い
た
感
の
あ
る
農
学

が
、
セ
ル
フ
・
エ
ス
テ
ィ
ー
ム（
自
尊
心
と

い
う
よ
り
「
自
分
も
そ
ん
な
に
悪
く
な

い
」
と
い
う
程
度
の
自
尊
感
情
）
を
取
り

戻
し
た
こ
と
で
す
。
問
題
点
は
、
や
は
り

一
周
遅
れ
で
す
の
で
、
全
国
民
的
な
期
待

に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
実
力
を
有
し
て

い
る
か
、
今
後
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
応
用
科
学
と
し
て
実
力
を
淡
々
と
蓄

積
し
て
い
く
と
共
に
、
二
〇
世
紀
の
科
学

が
成
し
得
な
か
っ
た
、
し
か
し
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
「
関
係
性
」
と
「
多
様

性
」
に
つ
い
て
、
農
学
と
い
う
切
り
口
か

ら
の
解
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
普

遍
性
を
追
う
こ
と
に
の
み
汲
汲
と
し
て
い

た
二
〇
世
紀
科
学
を
、
そ
の
呪
縛
か
ら
解

き
放
ち
、
多
様
な
生
き
物
の
個
別
性
や
地

域
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
ま
た
農
学
は
、
ヒ
ト
と
他
の
生
き
物

と
の
関
係
、
生
き
物
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
と
の
関
係
を
扱
う
学
問
で
す
。
こ
の

特
性
を
生
か
し
、
観
察
や
実
験
に
お
け
る

主
体
と
客
体
の
関
係
性
が
根
本
か
ら
問

い
直
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
農
学
は
面
白
く

な
り
ま
す
。

農学に携わる教職員・学生は

「生命には必ず始まりと終わりがあること」を

知っておりますので、どのように波乱万丈の世紀にあろうと、

右往左往せず落ち着いた対応を好みます。

林良博教授
大学院農学生命科学研究科長・農学部長

本文へつづく

本文へつづく
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<<<「多様性」「国際性」。開かれた東京大学の未来はいろいろな横顔をもっています。

さまざまな部局で指導的立場にある八人の東京大学教授に、大学の未来、可能性と展望を語っていただきました。
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２１世紀の東京大学 特 集 

分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
は「
創
成
」
を
キ

ー
に「
ゲ
ノ
ム
以
後
」の
生
命
科
学
に
取
り

組
み
ま
す
。
農
学
部
、
医
学
部
、
薬
学
部
な

ど
、
東
京
大
学
の
各
「
学
部
」
組
織
が
科
学

の
基
幹
部
分
に
責
任
を
持
つ
と
す
る
な
ら
、

分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
は
、
常
に
社
会

動
向
を
念
頭
に
置
い
て
、
新
し
い
創
造
を

推
進
し
ま
す
。
学
問
自
体
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
私
は
が
ん
の
研
究
に
携
っ

て
い
ま
す
が
、
今
や
が
ん
は
怖
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
情
報
が
解
り
つ
つ

あ
り
、
む
や
み
に
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
七
〇
〜
八
〇
年
代
に
か
け
て
の「
ゲ

ノ
ム
研
究
」や「
バ
イ
オ
・
が
ん
研
究
」の
成

果
で
、
九
〇
年
代
初
に
抗
が
ん
剤
は「
が
ん

細
胞
を
殺
す
薬
」か
ら「
が
ん
細
胞
の
死
の

情
報
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン
す
る
、
あ
る
い
は
生

存
情
報
ス
イ
ッ
チ
を
オ
フ
す
る
シ
グ
ナ
ル

を
送
る
薬
」へ
と
理
解
が
転
換
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所
も
、

学
内
外
の
研
究
組
織
、
企
業
と
連
携
し
て
、

ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
い
た
創
成
研
究
を
指
向

し
続
け
て
来
ま
し
た
。
タ
ン
パ
ク
情
報
に

基
づ
く
機
能
・
物
質
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
と

な
っ
て
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
遺
伝
情

報
に
基
づ
く
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
治
療
に
向

か
っ
て
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
脳
研
究
な

ど
も
ゲ
ノ
ム
以
後
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
情
報
化
の
進
展
で
、
生
命
科
学
の
先

端
研
究
は
世
界
に
瞬
時
に
共
有
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
時
に
、

生
命
科
学
が
典
型
的
な「
分
散
型
研
究
」で

あ
る
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。
三
五
、
〇
〇
〇

以
上
も
の
ヒ
ト
遺
伝
子
を
対
象
と
す
れ
ば
、

研
究
体
制
は
分
散
型
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
分
散
型
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
適
し
た
大
学
の
組
織
作
り
が
大
切
で
す
。

建
物
だ
け
が
必
ず
し
も
重
要
な
の
で
は
な

く
、
組
織
体
制
、
教
育
や
入
試
な
ど
も
含

め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、
き
ち
ん
と
し

た
評
価
の
シ
ス
テ
ム
も
重
要
で
す
。
創
薬

の
臨
床
開
発
で
は
企
業
と
の
協
力
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
二
一
世
紀
「
情
報
」「
生
命
」

「
疾
病
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に「
応
用
」「
創
成
」

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鶴尾隆教授
分子細胞生物学研究所長

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
大
学
の
本
質

は
何
か
、
と
い
っ
た
、
一
見
青
臭
い
議
論
に

改
め
て
取
り
組
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。
即
ち
「
大
学
は
本
来
、
次
の
世
代
に
残

す
べ
き
「
価
値
」
を
創
造
す
る
義
務
、
世
界

の「
知
恵
と
人
材
」
を
作
り
出
す
使
命
を
社

会
に
負
っ
て
い
る
」
と
い
う
理
念
と
使
命
を

再
認
識
し
て
、
そ
れ
に
に
基
づ
く
行
動
が

必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
生
産
技
術
研
究

所
で
は
、
こ
の
た
め
に
、
既
存
分
野
を
挑

戦
的
に
融
合
し
て
、
社
会
へ
の
新
し
い
価

値
創
造
を
行
う
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
融
合
工

学
」
を
、
部
局
と
し
て
の
研
究
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
定
め
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
従
っ
て
「
大

部
門
＋
戦
略
化
機
構
」
な
ど
、
多
く
の
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
体
制
を
整
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
一
方
、
教
育
に
つ
い
て
は
、「
将

来
ど
こ
か
で
」
花
を
咲
か
せ
る
「
人
材
」
を

基
礎
か
ら
育
て
る
教
育
、
い
わ
ば「
吉
田
松

陰
的
教
育
」、
と
私
は
呼
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
教
育
の
大
切
さ
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
社

会
や
産
業
界
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
大
学
院
教
育
」
も
極
め
て

重
要
で
す
。
生
産
技
術
研
究
所
は
こ
の
二

つ
を
教
育
の
柱
と
し
て
基
本
に
据
え
て
考

え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
主
導
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
趨
勢
に
は
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
趨

勢
の
中
で
、
真
に
国
際
的
に
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
知
的
生
産
物
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

産
み
出
し
続
け
て
行
く
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を

集
約
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
「『
国
際
総

合
工
学
研
究
所
』
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た

（http://iis.u-tokyo.ac.jp/

）。
二
〇
世
紀

の
間
は
、
誰
も
大
学
に
「
国
際
社
会
に
対

し
て
攻
撃
性
の
あ
る
知
」
を
求
め
た
り
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
一
世
紀
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
大
学
は
、
シ
ン
プ
ル

な
方
向
性
を
も
っ
て
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
定
め
、
そ
れ
を
一
つ
一
つ
落
と
し
て
ゆ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
大

学
が
存
在
し
て
い
る
証
を
立
て
て
行
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

「２１世紀の東京大学」は、大学を構成している

おのおのの部局レヴェルの個性を、より明確化しながら、

さらに全体を統合して、いかなる具体的なアウトプットを

社会に送り出してゆくかが、一番問われていると思います。

大学全体として「生命科学」あるいは「情報科学」など、

２１世紀の大問題に対して、どのような方向で向かってゆくか、

例えば「東大の生命科学」としてどのように

各部局が有機的に連携してゆけるか、が問われると思います。

坂内正夫教授
生産技術研究所長

本文へつづく

本文へつづく
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東
京
大
学
の
入
学
試
験
、
あ
る
い
は
よ
り

広
く
大
学
入
試
の
制
度
を
含
め
、
子
供
の

教
育
体
系
全
体
を
見
直
す
上
で
は
、
拙
速

に
流
れ
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。
今
後
、
日

本
が
国
際
社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
き
残
っ

て
ゆ
く
か
、
明
治
維
新
以
来
の
「
富
国
強

兵
」
あ
る
い
は
数
度
の
「
戦
争
」
や
、
二
〇

世
紀
後
半
の
出
来
事
な
ど
も
、
あ
ら
た
め

て
正
面
か
ら
見
直
し
、
今
後
、
未
来
に
向

け
て
ど
う
い
う
も
の
を
創
っ
て
ゆ
く
か
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
領
域
創
成
科

学
研
究
科
で
は
研
究
面
で
は「
学
融
合
」、

教
育
面
で
は
学
部
学
生
を
持
た
な
い
独
立

研
究
科
と
し
て
既
存
学
部
と
研
究
所
と
を

結
び
、
運
営
面
で
は
独
自
の
学
術
経
営
委

員
会
の
制
度
を
持
つ「
開
か
れ
た
研
究
科
」

と
し
て
、「
柏
憲
法
」の
も
と
国
の「
科
学
技

術
基
本
計
画
」
の
全
要
素
に
応
え
る
将
来

プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
学
は
社
会

と
全
面
的
な
対
決
も
辞
さ
ず
に
、
本
質
的

な
論
争
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
場
を
も
つ
べ
き
で

す
。
そ
れ
が
民
主
主
義
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
地
域
と
の
協
調
は
重
要
で
す
。
仮
に
本

郷
か
ら
東
大
が
出
て
ゆ
く
と
し
て
、
地
元

か
ら
ど
れ
ほ
ど
慰
留
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
？
柏
で
は
地
域
と
の
密
接
な
協
力
関
係

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
国
立
大

学
と
し
て
の
東
大
が
首
都
圏
の
地
域
大
学

化
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
国
全
体
の
た
め

に
必
要
な
も
の
を
、
本
当
に
ゼ
ロ
か
ら
教

官
と
学
生
が
一
緒
に
作
り
、
世
に
問
う
べ

き
で
す
。
大
学
は
ピ
ュ
ア
、
純
粋
で
あ
り
す

ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を

持
つ
人
が
集
ま
っ
て
い
な
く
て
は
、
も
の
を

考
え
る
ス
タ
ミ
ナ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
中
国
の
故
事
に「
食
客
三
千
人
」
と

あ
る
よ
う
に
、
目
の
前
の
目
的
だ
け
に

汲
々
と
す
る
の
で
な
く
、
多
様
な
考
え
方

の
「
居
候
」
が
緩
や
か
に
連
携
し
て
こ
そ
、

強
い
生
命
力
の
あ
る
「
学
融
合
」
の
基
盤

と
な
り
得
る
の
で
す
。
多
彩
な
能
力
の
研

究
者
が
常
に
流
動
し
、
意
識
あ
る
学
生
た

ち
が
学
ぶ
環
境
、
そ
こ
か
ら
こ
そ
、
価
値
構

造
自
体
が
作
り
直
さ
れ
て
ゆ
く
、
そ
う
い

う
大
学
経
営
が
二
一
世
紀
に
は
必
要
に
な

る
で
し
ょ
う
。

大学の未来を考える鍵はスクラップアンドビルド、

何をスクラップにして、何を新たに創るか、が問題になります。

社会は大学に有形の成果を求めて来ましたが、

無形の成果も大切で、それをどう評価するかは極めて重要です。

河野通方教授
大学院新領域創成科学研究科長

基
礎
と
な
る
伝
統
的
な
部
局
の
教
育
研
究

が
非
常
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
東
大
の

良
さ
で
す
。
様
々
な
学
際
的
組
織
の
試
み

が
難
問
に
直
面
す
る
中
で
、
今
ま
で
東
京

大
学
が
積
み
重
ね
て
き
た
の
と
は
違
う
形

で
、
異
質
な
カ
ル
チ
ャ
ー
が
相
互
に
結
び

合
っ
て
、
二
一
世
紀
の
新
し
い
魅
力
を
生
み

出
せ
な
い
か
。
従
来
の
部
局
の
中
で
、
必

ず
し
も
各
教
官
が
、
持
て
る
能
力
の
す
べ

て
を
発
揮
出
来
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

旧
来
「
脇
に
そ
れ
た
」
と
見
ら
れ
た
力
を
、

大
学
の
総
合
力
の
中
に
活
か
す
場
を
設
け

る
た
め
に
は
、
適
切
な
テ
ー
マ
が
必
要
で

す
。「
情
報
」は
そ
の
典
型
で
、
従
来
の
学
問

分
野
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
対
象

に
、
人
々
が
集
い
知
の
実
験
に
参
加
す
る
。

今
ま
で
十
分
に
取
り
組
ま
れ
て
は
い
な
か

っ
た「
ア
ー
ト
」「
メ
デ
ィ
ア
」
な
ど
も
、「
抜

け
落
ち
て
き
た
部
分
を
拾
い
あ
げ
る
」
と

い
う
よ
り
、「
よ
り
幅
広
く
問
題
を
見
る
と

き
、
今
ま
で
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
当

然
射
程
に
入
っ
て
く
る
」
と
い
う
形
で
、
お

の
ず
と
取
り
組
む
対
象
に
な
っ
て
来
た
と

思
い
ま
す
。
情
報
と
い
う
切
り
口
か
ら
は
、

信
号
的
に
要
素
分
解
す
る
視
点
と
と
も

に
、
人
間
が
感
覚
的
に
把
握
し
、
社
会
的

に
行
動
す
る
対
象
把
握
を
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。
情
報
化
に
よ
る
社
会
変
化
が
安
定

す
る
時
期
に
は
、
一
定
の
役
割
を
終
え
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
二
一
世

紀
初
頭
の
今
日
、
情
報
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
組
織
の
流
動
性
を
保
っ
て
何
年
間
か

決
め
た
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
新
し
い
研
究
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
成
果
を
各
部
局
に
持
っ

て
帰
っ
て
頂
く
場
と
し
て
、
情
報
学
環
は

有
効
に
機
能
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
憲
法
学
者
と
し
て
も
、
個
人
の
私
自
身

の
信
念
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
と
、
そ
れ
か
ら
や
や
離
れ
た

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
も
の
と
が
適
切
に

組
み
合
わ
さ
っ
た
と
き
、
最
大
の
力
が
発

揮
さ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
引

き
出
す
た
め
の
適
切
な
形
が
あ
る
筈
で
、

多
様
な
も
の
を
ど
う
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し

て
ゆ
く
か
、
大
学
の
こ
れ
か
ら
が
問
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

「情報学」は「２１世紀の人間学」だと思います。

東京大学の最大特徴の一つは、それぞれの学問分野での深い実績、

いわば縦穴の深さにあります。その深さを横向きにしたらどうなるか、

というのが「情報学環」の発想です。

濱田純一教授
大学院情報学環長・学際情報学府長
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歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
近
代
的
な
大
学
の

起
源
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
に
遡
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
な

ど
は
学
生
の
組
合
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

大
学
や
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
な
ど
は
教
授
の
組
合
が
も
と
に
な
っ
て

出
来
た
も
の
で
す
。
今
日
ま
で
そ
の
基
本

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

二
一
世
紀
初
頭
の
今
日
、
と
り
わ
け
重
要

で
あ
る
の
は
、
大
学
と
い
う
組
織
の
教
育
・

研
究
の
形
態
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
点

で
し
ょ
う
。
大
学
は
、
社
会
の
中
で
知
の

生
産
を
組
織
し
、
そ
れ
を
集
合
体
と
し
て

遂
行
し
て
ゆ
く
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
旧
来
の
「
閉
じ
た
」
シ
ス
テ
ム
を
「
開

か
れ
た
」シ
ス
テ
ム
に
し
て
行
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。「
学
生
」に
関
し
て
言
え
ば
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
だ

け
で
な
く
、
夜
間
や
社
会
人
な
ど
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
学
生
に
も
門
戸
を
拡
大
し
、
単

位
互
換
な
ど
他
大
学
と
の
交
流
も
さ
ら
に

促
進
し
て
、
国
際
的
な
視
野
か
ら
教
育
の

連
携
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ス
タ

ッ
フ
面
」
も
同
様
で
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
の
拡
大
や
他
の
研

究
教
育
機
関
と
の
連
携
・
交
流
の
促
進
や

任
期
制
の
拡
大
な
ど
、
多
様
な
雇
用
形

態
・
勤
務
形
態
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材

活
用
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。
法
学
部
の
ビ

ジ
ネ
ス
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ジ
ョ
ブ
・
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
心
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
、
実
践
的

専
門
教
育
の
必
要
が
高
ま
り
、
今
後
は
大

学
教
員
の
ス
テ
ー
タ
ス
も
多
様
化
す
る
と

思
い
ま
す
。「
研
究
」に
関
し
て
言
う
な
ら
、

人
文
社
会
科
学
で
も
欧
米
の
枠
組
み
や
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
理
論
を

日
本
の
現
状
に
当
て
は
め
る
、
輸
入
型
研

究
の
時
代
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
で
終
わ

っ
て
い
ま
す
。
知
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ
る

国
際
競
争
が
激
化
し
て
い
る
知
的
状
況
の

中
で
、
日
本
が
も
っ
と
理
論
的
に
も
発
信

し
、
国
際
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
力
を
高

め
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤田英典教授
大学院教育学研究科長・教育学部長

狭
い
意
味
で
の「
伝
統
」に
安
住
し
て
、
時

代
の
要
請
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
人
文
学
全

体
が
崩
れ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
と
お
も

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
雑
把
な
直
感
で
す
が
、

二
〇
〜
三
〇
％
の
部
分
が
適
切
に
変
わ

り
、
残
り
の
七
〇
〜
八
〇
％
で
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
基
礎
を
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、
ア
メ
リ
カ
の

制
度
に
似
て
、
大
学
四
年
間
を
教
養
教
育
、

専
門
は
大
学
院
か
ら
、
と
見
る
傾
向
が
強

い
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
逆
にE

a
rly

S
pecialization→

Late
G
eneralization

（
先
に
専
門
教
育
、
続
い
て
総
合
教
育
を
）

を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。
人
文
・
社
会
科

学
で
は
、
分
野
の
別
に
よ
ら
ず
、
一
次
資

料
に
直
接
当
た
っ
て
そ
れ
を
確
か
に
読
み

解
き
、
最
終
的
に
学
術
信
頼
性
の
高
い
論

文
に
ま
と
め
る
た
め
の「
血
の
汗
を
流
す
」

努
力
が
、
確
か
な
専
門
能
力
を
養
う
と
思

い
ま
す
。
私
の
専
門
の
中
国
哲
学
に
近
い

例
を
挙
げ
ま
す
と
、「
二
十
四
史
」
や
「
四

庫
全
書
」
な
ど
古
典
的
な
基
礎
文
献
が
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
、
情
報
技
術
が
研

究
を
大
き
く
推
進
さ
せ
ま
し
た
。
い
ま
や

研
究
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
不
可
欠
で
す
。
し

か
し
、
検
索
の
結
果
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

確
か
に
読
み
解
く
専
門
訓
練
を
経
た
視
点

が
な
け
れ
ば
、
真
に
国
際
発
信
力
あ
る
研

究
は
出
来
ま
せ
ん
。
確
か
な
基
礎
の
上
に

立
ち
な
が
ら
、
専
門
の
蛸
壺
化
を
防
止
す

る
、
専
門
分
野
間
の
交
流
演
習（
他
分
野
交

流
演
習
）、
あ
る
い
は
理
科
系
の
教
官
・
学

生
と
の
知
的
交
流
を
促
進
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
二
一
世
紀
の
社
会
は
「
生

命
・
環
境
・
情
報
倫
理
」
な
ど
の
「
応
用
倫

理
学
」
を
は
じ
め
旧
来
の「
文
理
」の
枠
を

超
え
た
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
学
力
水
準
の
低
下
」
や
「
教
養
教

育
の
全
体
的
弱
体
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
な

か
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
従
っ
て
柔
軟
な

知
を
推
進
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
新
し

い「
共
通
の
知
の
基
盤
」
を
作
っ
て
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
一
世
紀
の
人
文
学
の

社
会
的
存
在
理
由
は
ま
さ
に
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

２１世紀を迎え、世界、社会が大きく変化してゆく中で、

東京大学も時代に沿って、必然的に変わって行かねばならないでしょう。

伝統と知の蓄積を持つ文学部・大学院人文社会系研究科もまた、

その例外ではありません。

大学の創設期から２１世紀の今日にいたるまで、

「大学組織」のもつ基本的な使命やアカデミックな倫理は

あまり変わっていません。大学は一貫して、高度な専門教育、

研究者の養成、研究の推進を３つの柱にしてきました。

佐藤愼一教授
大学院人文社会系研究科長・文学部長
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